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遠賀川の環境を考えよう！
～ ～第３回 生物（人や魚等）の住みやすい川づくりを考える会 開催

平成２１年 １月 ８日（木）
国土交通省 遠賀川河川事務所

遠賀川の水質と生物生育・生息環境を改善する目的で 「生物（人や魚等）の住みやすい川づくりを考、
える会」を設立しました。本勉強会は全４回の開催を予定しており、これまでに２回開催しております。
これまでに住民の方々から提案された意見交換結果の一部を以下に示します。

【第１回での意見交換結果】
■水質に関する事項；下水道の早期整備を実現する。自然浄化できる水路の整備を行う。
■源流整備（保水力向上）に関する事項；源流の森の整備を行う。

。 。■生物の生息場に関する事項；水中における生物の隠れ場所を作る 多様な流れがある川づくりを行う
小川との連携を行う （支川との連続性を回復する）。
■親水性に関する事項；水辺に近づきにくい。→自然石を配置した大きなワンドを作り、親水施設とす
る。水門から出た排水路を下流に向けて長くして魚をすくえるような小川状態にする。
■外来種対策に関する事項；生態系が崩壊→ブラックバスをおいしく食べる料理法をPRする。

【第２回での意見交換結果】
■現地調査に関する事項；モデル地区である「溝堀第２排水樋管 （直方市；本水路は３面張り水路と」
自然石の改良水路によって形成されている ）周辺において、水質・植物・生物（魚など）調査を行っ。
た。調査結果から場所（３面張り水路、自然石水路、本川合流部分）によって、水質や生息する生物相
に違いがあることを確認した。
■排水路改良に関する事項；水路内を全面自然石（水質浄化・生物生息）に改良する案。水路を蛇行化
させる案。水路を複数設置する案。水路内へ導水する案。など多数提案された。

記

１．開 催 日：平成２１年１月１７日（土）１０：００～１５：００

２．開催場所：遠賀川水辺館（別添図参照）

３．主 催：国土交通省 遠賀川河川事務所 河川環境課

４．そ の 他：本勉強会は全４回を予定しています。主な、議題は以下のとおりです。
・第１回（９月２８日 ：昔と現在の遠賀川について語り合う（課題と目標 。） ）

（ ） 、 。・第２回 １１月１５日 ：現地調査を実施し 水質および生物生息環境の改善策を話し合う
（ ）「 」 。・第３回 １月１７日 ： 第２回 で提案された改善策を現場で一部実施する
また、外来種対策の一環として、ブラックバス等を食する。

・第４回（３月 ：環境が改善された水辺空間の利活用方法（維持管理を含む）を考える。）

お問い合わせ先
国土交通省 遠賀川河川事務所 河川環境課 （馬田、丸山、舌間）
〒822-0013 直方市溝堀１－１－１
ＴＥＬ：０９４９－２２－１８３０ ＦＡＸ：０９４９－２２－１８３４

発表先
○直方記者クラブ
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